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2015 年 12 月 2 日、ラオス人民民主共和国（以下、ラオス）は建国 40 周年を迎えた。ラオス
は 10年ごとに大きな式典を開催しており、今回も大々的な式典が朝 7時前からタートルアン広場





 このような祝賀式典が終日行われるなか、早朝のパレードに続いて国道 13号線南 16キロ地点
にある新国立競技場の裏手でラオス＝中国高速鉄道プロジェクト起工式が開催された。数ある祝
賀式典の内容を考えると、鉄道プロジェクト起工式の開催はある意味異質である。 













11月 21日、午前 0時 7分、中国四川省西昌衛星発射センターからラオス初の通信衛星「Lao-Sat 
1」が、長征 3号ロケットによって打ち上げられた。衛星はラオス政府と中国企業 3社による合弁
企業Lao Sat-1 Joint Venture Companyによって2016年2月1日から商用サービスを開始する。
株式保有割合はラオス政府が 45％、中国アジア太平洋移動通信衛星有限責任公司（APMT: China 
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Asia-Pacific Mobile telecommunications Satellite Co. Ltd）が 35％, 航天恒星科技有限公司
（SSTC: Space Star Technology Co. Ltd）が 15％、亜太衛星科技有限公司（APST：Asia-Pacific 
Satellite Technology）が 5％となっている。衛星には 22本のトランスポンダ（Kuバンドトラン












































ところが 2015年 11月 13日、ラオス政府と中国政府は北京にてラオス＝中国高速鉄道建設プ










Times, November 6, 8, 2015付は鉄道に関して以下のような報道をしている。 
ラオスと中国はプロジェクト総額の 40％を負担し、残りの 60％は両国の国有企業が負担する。
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4 
メートル（行程の 43％）、橋梁が 170 カ所（69 キロメートル＝行程の 16％）に設けられる。ま
た線路両側 50メートルは安全上の理由から鉄道プロジェクトが占有する。旅客駅は 11カ所に設
けられ、旅客車は速度 160km、貨物輸送車は速度 120kmで走行する予定である。建設終了は 2020































http://www.ide.go.jp  Copyright (C) JETRO. All rights reserved. 
 
5 

























                                                   
1 Peter B. de Selding, “Laos with China’s Aid, Enters Crowded Satellite Telecom Field,” 
SPACENEWS(http://spacenews.com/laos-with-chinese-aid-is-latest-arrival-to-crowded-satelli
te-telecom-field/),  2015年 12月 2日アクセス。 
2 フランス植民地時代から数えると 100年の夢が実現することになる。 
